
【作画工数削減】
これまで作画に時間がかかっていた作業をシンプルに！
（データ表示 機能：入力対象の項目選択機能）
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データ表示：入力対象の項目選択機能（V9/X1） V6.1.3.0～

項目選択機能とは

数値を入力する際、特定の入力対象にカーソルを移動させる機能のことです。

例：タッチして選択→カーソル移動

カーソルを移動する方法は3種類あります。

上下キー 外部指令 スイッチ機能

例：下キー（図ではDown）を
押すと、カーソルが移動する

カーソルの
移動順No.0

カーソルの
移動順No.2

今回はスイッチ機能で
項目選択をする時の
工数削減のご提案です！

カーソルの移動方法：制御デバイス

タッチして
カーソル移動
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設定が一箇所に集約！
入力対象の数値表示 / 文字列表示のパーツだけで実現できる！

After

1つのパーツだけで設定が済むので
作画効率アップ！

より便利になった作画方法をぜひお試しください！

数値表示/文字列表示の
「機能」メニューに
「項目選択を使用する」の
チェックを追加！

1つのパーツなので、後で設定を
見直す時もわかりやすい！

作画の担当者

新規で作画する時だけでなく、既存画面データの改造をする時にも良い点がある！

＜数値表示とスイッチを重ねている場合＞

数値表示

スイッチ 透明スイッチが
重なっている
とわかりにくい…

下に配置しているパーツの設定を
見るには、パーツをずらさない
といけない…

＜数値表示だけの場合＞

数値表示

入力対象をタッチして、カーソルを移動させるために、スイッチと数値表示を
重ね合わせる必要があった…

Before

テンキーを常時表示
するから、これしか
方法がない…

数値表示の設定をして…
スイッチの設定をして…
作業が多いな…

透明スイッチと数値表示を
重ね合わせ

作画の担当者

スイッチの機能で項目選択の動作

数値表示の機能で入力対象の動作

スイッチ

数値表示

V-SFT Ver.6.1.3.0以降から設定が簡単に！

https://hakko-elec.co.jp/site/support/download-express.html
https://hakko-elec.co.jp/site/support/download-express.html

